
後期研修医の皆様へ 

 

糖尿病センター、糖尿病内科 

激増する糖尿病、特に 2型糖尿病は、自覚症状がなく、治療の最大の柱である食事療

法と運動療法は患者さん自身の自己管理によります。そのためには、患者さんに納得さ

れる患者教育、正しい知識の提供を支援する体制が必要です。 

 

 私どもの糖尿病内科・糖尿病センターの特徴を述べます。 

 

 

1. 外来は糖尿病センターとして独立し、センター内に眼科を併施し内科と眼科が連携

した診療を行っている。 

2. センターの目標は、合併症を起こさせない、進行させない糖尿病治療です。そのた

め HbA1c7.0％以下を目指し、治療中断しない患者教育と支援体制を実施する。 

3. コメディカルの糖尿病療養指導士とチーム医療を行う。 

4. 2週間の教育入院を最大の柱とし、入院困難な方への外来指導パスにもとづく栄養

指導とビデオ教室、糖尿病療養指導士（栄養士、看護師）による療養支援外来を行

っている。 

5. 糖尿病昏睡、低血糖昏睡などの糖尿病緊急症の入院も年間 7～8例以上、合併症治

療のための入院や手術前血糖コントロールのための入院など多くの症例を経験す

ることができる。 

6. 日本糖尿病学会認定教育施設であり、糖尿病専門医受験資格が得られます。 

 

 

 

 

後期研修医の皆様、多数ご参集ください。 
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